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1. 目的  

 リサーチレポートＮｏ９で校庭の土壌の水洗浄による除染効果と減容効果を報告した。ここでは、リサ

ーチレポート１０で調査した飯館村の田圃の土壌の水洗浄効果と減容効果を調べた。 
2. 方法 

 福島県相馬郡飯館村砂須虎捕地区 （2011 年 5月 17 日 空間線量率（高さ 1 m）：5.6 µSv/h ）の農地の

あぜ道の土壌をリサーチレポート No.９と同様に 3回水洗浄する。図１に、その手順を示す。 

 

 
図１ 福島県相馬郡飯館村砂須虎捕地区の農地のあぜ道の土壌の水洗浄 

3．結果（平成２３年５月２５日発表） 

図２に、汚染土壌の水洗浄の結果を示す。3回の水洗浄で線量は約１０分の１に減少したが、除染下土壌

は約5割になったため、減容率は２分の１と校庭の土壌と比べて低い。 
 

 

図２ 田圃の土壌の水洗浄の放射能の除染効果と減容効果 
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